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Build Live Kobe 2011
部屋オブジェクト入力に関して

一般社団法人 IAI日本

技術検討分科会・FAT分科会

• 部屋オブジェクトの情報を元に面積表を作成できるIFCデータ
を提出すること。
– CAD上で部屋・ゾーンオブジェクトの入力

– IFCデータの中に以下の情報が含まれること
• IfcSpaceオブジェクト

• 部屋面積情報を含むプロパティセット
– Pset_SpaceCommon. NetPlannedArea

– IfcElementQuantity

» BaseQuantities: NetFloorArea / GrossFloorArea

» GSA BIM Area

• ユーザは詳細を理解する必要はありません。どのように出すかの操作を知
るだけで大丈夫です。

Build Live Kobe 2011審査のポイント

審査の概要
■IAI日本によりBIMデータ連携技術審査
■外部審査委員による審査

BIMデータ連携技術審査項目
の一つ
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CADにおける部屋・ゾーンの入力例

部屋オブジェクト(IfcSpace)
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部屋オブジェクト入力ガイド

部屋面積表ツール

Solibri Model Checkerによる
IFCモデルデータの表示

階毎に部屋面積表を作成

提供：福井コンピュータ
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部屋オブジェクト情報表示ツール
部屋オブジェクト(IfcSpace)に関するプロパティセット情報をExcel上に表示（IFCデータは
VectorWorksから出力されたもの）

提供：IAI日本 技術検討分科会

IfcElementQuantity
BaseQuantities: NetFloorArea / 
GrossFloorArea

IfcElementQuantity
GSA Space Areas: GSA BIM Area

GSA BIM Areaとは

• 米国連邦調達庁（GSA, General Service Administration）が発注する建
築プロジェクトではBIMの活用・IFCデータの提出を行う。

• GSA BIM Area(GSA Net Area)とは、下記図に示されているようなネット
面積。

参考：米国連邦調達庁：BIM Guide for Spatial Program Validation 
(空間計画検証に関するBIMガイド）
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IFCデータ確認のためのツール公開について

• 今後、部屋面積表ツール、部屋オブジェクト情報表示ツールを、
公式ブログ・情報共有サイトなどで公開します。

• これらのツールのインストールに必要な条件：
– フリーウェア IFCsvr ActiveX Componentのインストール

– Microsoft Excel （2003, 2007で動作確認）

• 使用方法なども、公式ブログで触れてゆく予定です。
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